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政
府
は
六
月
七
日
、
二
〇
一
八
年
度
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
白
書
を
閣
議
決
定
し
た
。
同
年
度
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
に
関
し
て
講
じ
ら
れ
た
施
策
の
概
況

を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。主
な
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、

今
回
は
、
例
年
の
福
島
復
興
の
進
捗
に
加
え
、
パ

リ
協
定
を
踏
ま
え
た
主
要
国
の
温
暖
化
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
、
昨
今
の
災
害
対
応
の
取
組
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
る
。 

　

福
島
復
興
に
向
け
て
は
、
ま
ず
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
の
取
組
状
況

を
説
明
。
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
の
燃
料
取

り
出
し
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
八
年
二
月
に
燃
料

取
り
出
し
用
カ
バ
ー
の
設
置
が
完
了
し
た
三
号

機
で
、
燃
料
取
扱
設
備
に
不
具
合
が
発
生
し
た
た

め
、
燃
料
取
り
出
し
が
、
当
初
予
定
の
二
〇
一
八

年
度
中
頃
か
ら
延
期
さ
れ
、
安
全
点
検
な
ど
を
経

て
二
〇
一
九
年
四
月
に
開
始
に
至
っ
た
と
の
経

緯
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
現
状
に
関

す
る
地
元
を
中
心
と
し
た
情
報
発
信
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
・
関
係
団
体
参
加
の
評
議
会
や
動
画
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
加
え
、
住
民
と
の
直
接

対
話
、
地
元
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ブ
ー
ス
出
展
、
コ
ン

テ
ン
ツ
制
作
に
伴
う
意
見
聴
取
・
反
映
な
ど
、「
双

方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
進
め
て

い
る
」
こ
と
を
強
調
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
復
興

に
向
け
た
原
子
力
被
災
者
支
援
、
福
島
新
エ
ネ
社

会
構
想
、
原
子
力
損
害
賠
償
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
る
。

　

パ
リ
協
定
を
踏
ま
え
日
本
が
掲
げ
た「
二
〇
五
〇

年
ま
で
に
八
〇
％
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
」

と
の
目
標
に
関
し
、
白
書
で
は
、「
従
来
の
取
組
の

延
長
で
は
実
現
が
困
難
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

述
べ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
解
決
の
最
大
限

追
求
と
と
も
に
、
国
内
投
資
の
促
進
、
国
際
競
争

力
の
強
化
、
国
民
の
英
知
を
総
動
員
し
、
長
期
的
・

戦
略
的
取
組
の
中
で
大
幅
な
排
出
削
減
を
目
指
す

と
し
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
七
月
に
第
五
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
約
九
割
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の

Ｃ
Ｏ
２
が
占
め
て
い
る
日
本
と
し
て
、
二
〇
三
〇

年
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
確
実
な
実
現
に
向
け

た
取
組
の
強
化
、
二
〇
五
〇
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
・
脱
炭
素
化
へ
の
挑
戦
を
図
っ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
白
書
で
は
、
主
要
国
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
目
標
と
取
組
・
進
捗
状
況
を
比
較
し

て
要
因
を
分
析
。
我
が
国
は
、
一
人
当
た
り
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
三
五
か
国
中
二
七
位
に
留

ま
っ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
強
み
を

持
つ
一
方
、
発
電
の
約
八
割
を
火
力
に
依
存
し
て

い
る
供
給
側
の
弱
み
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
を

強
化
す
る
重
要
性
を
強
調
し
た
。
電
源
の
非
化
石

化
に
向
け
て
、
原
子
力
に
つ
い
て
は
「
引
き
続
き

安
全
最
優
先
の
再
稼
働
を
進
め
る
」
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
が
生
ん
だ
著
名
な
女
性
画
家
に
つ
い
て
述
べ

る
。
マ
リ
ア
・
ラ
ス
ニ
ッ
ク
は
、
一
九
一
九
年
、

ケ
ル
ン
テ
ン
州
の
カ
ッ
ペ
ル
・
ア
ン
・
ク
ラ
ッ
ペ

フ
ェ
ル
ト
に
未
婚
の
母
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
六

歳
ま
で
祖
母
に
育
て
ら
れ
た
。
二
二
年
に
母
は
ヤ

コ
ブ
・
ラ
ス
ニ
ッ
ク
と
結
婚
し
、
二
五
年
に
ク
ラ
ー

ゲ
ン
フ
ル
ト
に
引
っ
越
し
て
マ
リ
ア
は
学
校
に

通
っ
た
。
六
歳
か
ら
十
歳
ま
で
ス
ケ
ッ
チ
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
才
能
を
見
出
さ
れ
、
母
は
応
援
し
た
。

第
二
次
大
戦
中
は
ウ
ィ
ー
ン
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で

学
ん
だ
。
身
体
お
よ
び
個
人
の
表
象
を
セ
ル
フ

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
通
し
て
探
究
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
活
動
し
、
一
九
五
〇
年
代
に
ア
ー
ノ
ル

フ
・
ラ
イ
ナ
ー
ら
と
前
衛
的
な
グ
ル
ー
プ
を
作
り

活
動
し
た
。
五
一
年
に
ラ
イ
ナ
ー
と
パ
リ
を
訪
れ

展
覧
会
を
開
い
た
。
六
八
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
活
動
し
、
八
〇
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
戻
り
ウ
ィ
ー

ン
応
用
美
術
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
。
八
八
年
に

グ
ラ
ン
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
家
賞
を
受
賞
し
た
最

初
の
女
性
芸
術
家
で
あ
り
、九
八
年
に
オ
ス
カ
ー
・

コ
コ
シ
ュ
カ
賞
、
二
〇
〇
五
年
に
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
科
学
芸
術
賞
を
受
賞
し
た
。

　

一
方
、上
村
松
園（
う
え
む
ら
し
ょ
う
え
ん
）は
、

一
八
七
五
年
、
京
都
四
条
通
御
幸
町
の
葉
茶
屋

「
ち
き
り
屋
」
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
八
七

年
に
京
都
府
画
学
校
（
現
京
都
市
立
芸
術
大
学
）

に
入
学
、
四
条
派
の
鈴
木
松
年
に
師
事
。
九
〇
年

に
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
「
四
季
美
人
図
」

を
出
品
、
一
等
褒
状
を
受
賞
。
そ
の
後
は
竹
内
栖

鳳
に
師
事
。
松
園
は
誕
生
二
ヶ
月
前
に
父
を
亡
く

し
、
母
仲
子
は
女
手
一
つ
で
松
園
と
姉
を
育
て
上

げ
た
。
明
治
の
女
性
が
画
家
を
志
す
な
ど
、
世
間

で
認
め
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
が
、
仲
子
は
常

に
松
園
を
理
解
し
励
ま
し
支
え
続
け
た
。
京
の
伝

統
文
化
に
育
ま
れ
た
松
園
は
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
を
通
し
て
生
涯
「
一
点
の
卑
俗
な
と
こ
ろ
も
な

く
、
清
澄
な
感
じ
の
す
る
香
高
い
珠
玉
の
よ
う
な

絵
」（
松
園
の
こ
と
ば
）
を
念
願
と
し
て
女
性
を

描
き
続
け
た
。一
九
四
一
年
に
帝
国
芸
術
院
会
員
、

四
四
年
に
帝
室
技
芸
員
に
選
ば
れ
、
四
八
年
に
女

性
と
し
て
初
め
て
文
化
勲
章
を
受
賞
。
同
じ
く
文

化
勲
章
を
受
賞
し
た
息
子
の
松
篁（
し
ょ
う
こ
う
）

か
ら
現
在
も
京
都
市
に
住
む
孫
の
淳
之（
あ
つ
し
）

へ
と
日
本
画
の
才
能
が
引
き
継
が
れ
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
駐
在
時
に
マ
リ
ア
・

ラ
ス
ニ
ッ
ク
の
絵
を
観
る
機
会
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
京
都
で
は
京
都
国
立
近
代
美
術
館
に
あ
る
上
村

松
園
の
『
舞
支
度
』
な
ど
を
観
た
。
両
市
が
生
ん
だ

著
名
な
女
性
画
家
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介
で
き
た

幸
運
に
感
謝
し
つ

つ
、
編
集
部
に
撮

影
を
お
願
い
し
た

ウ
ィ
ー
ン
中
央
墓

地
名
誉
区
に
あ
る

マ
リ
ア
・
ラ
ス
ニ
ッ

ク
の
お
墓
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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杉本純の原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています： http://wattandedison.com/Sugimoto.html

国連世界環境デー（６月５日）
2019 のテーマソング『We 
Are Walking On』 の 音 楽
プロジューサー八木禎治さ
んが国連ウィーン支部でス
ピーチとライヴパフォーマ
ンスを行った。八木さんは
米国ロサンゼルスを拠点に
活動するレコーディングエ
ンジニア・プロジューサーで、
グラミー賞を２つ受賞して
いる。北九州市文化大使。

https://www.jaif.or.jp/190514-a

https://www.jaif.or.jp/190607-1

ウィーンでの説得力ある内容と明確な英語スピーチ：
https://www.youtube.com/watch?v=-ZRaYLQeqQ8


